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発行 ２３．２．９ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

ＪＲ東労組は「小山新幹線車両センター業務執行体制の見直しについて」の提案を受け、組合員と疑

問点などを議論してきました。 

会社は、業務執行体制の見直しについて、これまで以上に教育や各種施策に取り組み、人財育成の時

間に充てることで、車両品質の向上と社員が成長することを目的としています。しかし、今提案での仕

業検査体制の見直しで４名体制から３名体制となることにより、１人で行う作業が増え、職場からは「車

両品質の向上とあるが品質の向上につながるのは疑問だ」「臨時修繕に十分な対応ができないのではな

いか」など不安の声が多く出ています。また職場では、動線の動きなどに改善の声を上げても「時間が

ない」「教育をやり直さないといけないからとりあえず進めさせてほしい」と実施ありきで進んでいま

す。 

業務執行体制の見直しは、職場で働く組合員が作業の変更などに対する不安を解消し、安全レベルが

維持・向上できる体制とすることが必要です。そのためには、職場で実際に働く組合員の声を反映し「安

全・健康・ゆとり」を担保とした業務執行体制としていかなくてはなりません。 

 

 

 

 

 


